
令和３年１２月 

                                大阪狭山市立西小学校 

                                               校 長  𠮷川 豊 

生活指導担当  

冬休み
ふゆやすみ

の生活
せいかつ

について 

（おうちの人と読
よ

みましょう） 
学校では、休み中の生活について、子どもたちと考え、下記の内容で話をしまし

た。ご家庭におかれましても生活習慣を崩さないよう、ご協力下さいますようお願

い申し上げます。 
 

＊冬
ふゆ

休み中
やすちゅう

も学習
がくしゅう

をしましょう。 

 

・今までに学習
がくしゅう

したことを復習
ふくしゅう

しましょう。 

 ・読書
どくしょ

計画
けいかく

を立てて、たくさん本を読
よ

みましょう。 

 ・学習
がくしゅう

は予定
よ て い

をたてて、自分の力でやりとげましょう。 

（最低でも低学年３０分、中学年１時間、高学年１時間半を目安にしましょう。） 

 

＊規則
き そ く

正しく、健康
けんこう

に気をつけた生活
せいかつ

をしましょう。 

・冬休み生活カレンダーに体温
たいおん

などを記録
き ろ く

しましょう。 

・夜
よる

ふかしをやめましょう。 

・ゲームのし過ぎ、テレビの見過
み す

ぎに注意しましょう。 

（オンラインゲーム上でのトラブル、課金
か き ん

トラブルが発生
はっせい

しています。今一度
いまいちど

ご

家庭でルールの確認をお願いします。） 

 ・お金はむだづかいしたり、貸
か

し借
か

りしたりなどせずに計画的
けいかくてき

に使い

ましょう。 

 

＊安全
あんぜん

で楽
たの

しい遊
あそ

びをくふうしましょう。 

 

 ・他の人のめいわくになっていないか考えて遊
あそ

びましょう。 

 ・たこあげは広いところでし、電線
でんせん

に気をつけましょう。 

 ・子どもだけで、お店やゲ－ムセンタ－への出入りはやめましょう。 

（市内で声かけ事案が発生しています！子どもだけでぜったいに行かない！行かせ

ない！） 



＊外出
がいしゅつ

のときは次
つぎ

の約束
やくそく

を守
まも

りましょう。 
 

・ ①行き先②だれと③帰る時刻
じ こ く

などを家の人にはっきり言って出ましょう。 

・ 校区外
こうくがい

へは、保護者
ほ ご し ゃ

（大人）と一緒
いっしょ

でなければ行かないようにしましょう。 

・ 不審者
ふしんしゃ

に気をつけ、事件
じ け ん

にまきこまれないようにしましょう。 

 

＊交通
こうつう

規則
き そ く

を守りいのちを大事
だ い じ

にしましょう。 

 

 ・駐 車 場
ちゅうしゃじょう

や自動車
じどうしゃ

の通
とお

る道での遊
あそ

びはやめましょう。 

 ・いそいで道にとび出さず、交差点
こうさてん

では左右
さ ゆ う

を必
かなら

ずたしかめましょう。 

 ・車の前や、車のすぐあとの横断
おうだん

はやめましょう。        

・自転車
じてんしゃ

の二人
ふ た り

乗
の

り、手ばなしなどあぶない乗
の

り方
かた

はやめましょう。 

 

◎ 児童に関する緊急連絡先       ３６６－１００４  西小学校  

               （12/29～1/3および土日・夜間以外） 

                      ３６２－１２３４  黒山警察 

 

保護者のみなさまへ 

 

 
 

 

 

   

「みんなやってる、持ってる」を聞いたら… 
このような言葉をお子さまから聞かれたことはありますか。 

みんなとはどこの誰でしょうか。仲のよい友だち数人を「みんな」と言っていた

りするものです。子どもたちは、何ごとに対しても興味や関心を持っています。

「みんなやってる、持ってる」こんな言葉を聞かれた時は、「みんなってだれ？」

「どうして必要？」と聞いてあげてください。そして、これを機会に、各ご家庭の

ルールを話したり、子どもたちを思う気持ちを伝えてあげてください。 

 西小学校の教育目標の中には、「自ら考え行動する子ども」「自分も仲間も大切

にできる子ども」があります。２学期の指導の場面でも、「あなたはどう考えた

か。」「相手はどう思っているか。」を子どもたちに常に問いかけました。集団生

活の中では、気持ちのすれ違いや、行き違い、時には友だちを傷つけてしまう場合

もあります。大切なのは、それを通して子どもたちが、何が大切かを気づいたり、

考えたりすることです。ご家庭におきましても、「自分」「相手」、この言葉を問

いかけてください。自分や相手を大切にできる子どもに育つために今後も、ご家

庭・学校が連携できますよう、ご理解とご協力お願いします。 


